
別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
人
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

認
定
の
有
効
期
間

特
定
非
営
利
活
動
法
人

愛
・
地
球
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

松
原
町
一
丁
目
二
四
番
地

榎
田

勝
利

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま

で

平成™˜年˜—月š—日 金曜日 第œ˜Ÿœ号官 報
〇
財
務
省
告
示
第
三
百
五
十
七
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
十
八

条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
省
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お

い
て
現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
三
月
財
務
省
告
示
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

財
務
大
臣

藤
井

裕
久

東
京
税
関
の
項
中
「
東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
五
十
六
番
地
」
を
「
東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
七
番
十
一
号
」

に
改
め
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
二
十
二
号

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

国
税
庁
長
官

加
藤

治
彦

二

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
テ
ニ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
協
会
の
項
中
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」を「
平

成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
の
項
中
「
平
成
二
十

一
年
十
一
月
三
十
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
十
日
」に
改
め
、同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
メ
ド
ゥ
サ
ン
・

デ
ュ
・
モ
ン
ド

ジ
ャ
ポ
ン
の
項
中
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を「
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
」

に
改
め
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
二
十
三
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
二
十
三
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
く

公
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

国
税
庁
長
官

加
藤

治
彦

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
く
し
ま
エ
ヌ
・
ピ
ー
・
オ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ふ
く
し
ま
エ
ヌ
・
ピ
ー
・
オ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、「
清
水

修
二
」
を
「
佐
藤

和
子
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一
般
医
療
機
器

（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
0
7
2
血
管
狭
窄 さ
く部
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

1
0
7
3
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
シ
ス
テ
ム

附

則

第
一
条

薬
事
法
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機

器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
改
正
規
定
中「
1
0
7
2
再
使
用
可
能
な
非
視
力
補
正
用
色
付
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

1
0
7
3
単
回
使
用
非
視
力
補
正
用
色
付
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

」

を「
1
0
7
4
再

1
0
7
5
単

使
用
可
能
な
非
視
力
補
正
用
色
付
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

回
使
用
非
視
力
補
正
用
色
付
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

」

に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
の
1072
及
び
1073
」
を
「
別
表
第
一
の
1074
及
び
1075
」
に
改
め
る
。

第
二
条

薬
事
法
施
行
規
則
第
百
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
視
力
補
正

用
レ
ン
ズ
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

本
文
の
改
正
規
定
中
「
別
表
第
一
の
1072
及
び
1073
」
を
「
別
表
第
一
の
1074
及
び
1075
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
八
項
の
規

定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
特
定
保
守
管
理
医
療
機
器（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

1
1
8
5
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
シ
ス
テ
ム

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
二
号

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働

省
令
第
百
六
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
療
機
器
（
平
成
十
七

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

本
則
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

778

血
管
狭
窄さ

く

部
貫
通
用
カ
テ
ー
テ
ル

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
三
号

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
施
行

令
第
八
十
条
第
二
項
第
七
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
高

度
管
理
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

「
及
び
1069
」
を
「
、
1069
及
び
1072
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
四
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
項
第
十
九
号
中
「
に
限
る
」
を
「
で
あ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関
が
自
ら
そ
の
全
部
を
実
施
す
る
も
の
に
限
る
」

に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九
の
二

Ｈ
Ｄ
Ｒ
Ａ
法
又
は
Ｃ
Ｄ
e

Ｄ
Ｓ
Ｔ
法
に
よ
る
抗
悪
性
腫し
ゆ

瘍よ
う

感
受
性
試
験
（
前
号
に
規
定
す
る
疾
患
に
係

る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
受
託
医
療
機
関
（
前
号
に
掲
げ
る
先
進
医
療
に
係
る
診
療
を
適
切
に
行
う
こ
と
の
で
き

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
旨
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
て
い
る
保
険
医
療
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）に
対
し
て
検
体
の
採
取
以
外
の
業
務
が
委
託
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）の
施
設
基
準

Ÿ
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